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営業の概況
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株主の皆様には、ますますご清栄の

こととお喜び申し上げます。

平素は格別のご支援を賜り厚くお礼

申し上げます。

さて、当社第62期上半期（平成18年

4月1日から平成18年9月30日まで）

の中間決算を行いましたので、ここ

に営業の概況をご報告申し上げます。
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当中間期におけるわが国経済は、原油価格高騰の長期化

による素材関係の価格の高止まりの状況でありましたが、

企業収益が高水準で推移し、景気は回復基調から、民需主

導で巡航速度での成長へと転換していると思われます。

個人消費につきましては、企業の積極的な採用により雇用

環境が改善してきており、増加傾向がみられるようになり

ました。

印刷業界におきましては、インターネットと携帯電話の

普及、高度化が、情報媒体の構成に多大な影響を及ぼし、

印刷市場が大きく変化してきております。

当社は、このような情勢のなかで『積極姿勢で「飛躍の年」』

を会社の年度方針として、積極経営・現場主義の徹底・コミュ

ニケーションの確立で事業展開を図りました。７月には、

滋賀県彦根市に滋賀支店を開設し、営業活動を始めました。

また、内部統制システムの構築及びその充実を図るための

方針を決定し、内部統制推進室を設けその実行に取組んで

おります。

売上の部門別では、当社の主力分野である商業印刷物は

カタログ・ダイレクトメールなどを中心に前中間期を上回

り51億33百万円（前中間期比103.8％）、出版印刷物は12

億28百万円（前中間期比115.8％）、包装印刷物は５億

92百万円（前中間期比103.3％）となりました。

利益面におきましては、受注の増加による売上高の増加

と、売上総利益率の上昇により売上総利益が増加したこと

により、経常利益、中間純利益共に増益となりました。

以上の結果、売上高は69億54百万円と前中間期に比べ

て5.7％の増収となり、利益面におきましては、経常利益

は３億58百万円と前中間期に比べて112.1％の増益とな

り、中間純利益は１億94百万円と前中間期と比べて

127.8％の増益となりました。

なお、当中間期の配当金につきましては、11月14日開催

の取締役会におきまして、１株当たり３円50銭と決めさ

せていただきました。

今後の見通しにつきましては、米国の景気減速傾向や

金利上昇などの懸念材料はありますが、景気は緩やかな

拡大が持続すると期待されます。

印刷業界におきましては、ＩＴ（情報技術）の積極的活用

は不可欠であり、ソフトサービス化の仕切り直しが必要で

あると思われます。

当社といたしましては、７月１日に開設しました「滋賀

支店」を一日も早く軌道に乗せ、業績に寄与できるように

努めます。また、11月に生産能力の増強を図るため本社工

場に第５工場が完成し、オフセット輪転印刷機２台を順次

導入し、より積極的な営業活動を展開したいと考えており

ます。

株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援

を賜りますようお願い申し上げます。

営業拠点と生産設備の増強を図り、
より積極的な営業活動を展開いたします。
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